
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
ー
ソ
ビ
ェ
ト
法
源
論
研
究
ノ
ー
ト
i

は
し
が
き

　
一
　
ソ
ビ
エ
ト
法
源
論
の
歴
史
的
背
景
と
意
義

　
ニ
　
ウ
カ
ー
ズ
の
実
態

　
　
日
　
総
体
的
概
観

　
　
ω
　
　
「
第
一
類
」
ウ
カ
ー
ズ
の
概
観

　
　
国
　
狭
義
の
ウ
カ
ー
ズ
の
分
析

三
　
ウ
カ
ー
ズ
と
憲
法
規
定

　
　
日
　
関
連
規
定
の
成
立
と
変
遷

　
　
口
　
関
連
現
行
規
定
の
解
釈

　
　
国
　
関
連
規
定
の
改
正
方
向

む
　
す
　
び

ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

直

ーぼノ

誠七
三

蔵



ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

七
四

は
し
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
噌
）

　
本
稿
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
け
る
、
法
の
表
現
形
式
と
し
て
の
「
法
源
」
の
一
種
で
あ
る
、
ウ
カ
！
ズ
（
幹
部
会
令
）
の
研
究
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

　
ウ
カ
ー
ズ
は
、
そ
の
法
源
と
し
て
の
特
殊
性
（
法
律
従
属
的
法
令
巳
届
貰
。
冒
坤
貰
臼
で
あ
り
な
が
ら
、
法
律
の
み
な
ら
ず
憲
法
規
定
を
も
変

更
・
追
補
す
る
な
ど
）
の
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
研
究
者
か
ら
も
比
較
的
、
注
目
さ
れ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
種

々
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
に
部
分
的
に
触
れ
た
論
稿
は
数
篇
を
か
ぞ
え
、
ま
た
、
正
面
か
ら
ウ
カ
ー
ズ
を
と
り
あ
げ
た
論
文
も
皆
無
で
は

　
（
二
）

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
問
題
点
の
紹
介
お
よ
び
そ
の
考
察
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら

も
、
実
態
の
把
握
に
お
い
て
不
充
分
さ
が
あ
り
、
そ
の
故
に
ウ
カ
ー
ズ
の
法
源
と
し
て
の
「
多
面
的
法
的
性
格
」
（
ヶ
リ
ー
モ
フ
）
が
必
ず

し
も
充
分
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
反
省
の
上
に
た
っ
て
、
本
稿
は
、
ひ
と
ま
ず
ソ
ビ
エ
ト
法
源
論
一
般
の
歴
史
的
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
軽
く
ふ
れ
た
あ

と
、
ウ
カ
ー
ズ
の
実
態
の
把
握
と
分
析
と
に
も
っ
と
も
力
を
そ
そ
ぎ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
個
別
的
問
題
に
そ
の

都
度
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
次
に
、
ウ
カ
ー
ズ
の
そ
の
よ
う
な
多
面
性
は
憲
法
規
定
の
あ
い
ま
い
さ
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
思
わ
れ
た
の
で
、
こ
の
点
を
憲
法
規
定
の
側
面
か
ら
多
少
突
っ
込
ん
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
（
ウ
カ
ー
ズ
に
は
、
本
稿
で
取
扱
っ
た
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
発
布
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
　
連
邦
構
成
共
和
国
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
お
よ
び

自
治
共
和
国
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
発
布
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
以
下
に
「
幹
部

会
」
ま
た
は
「
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
」
と
あ
る
の
は
「
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
」
の
略
語
で
あ
り
、
ま
た
同
様
に
、
「
最
高
ソ
ビ
エ
ト
」
は
「
ソ
連



最
高
ソ
ビ
エ
ト
」
の
、
単
に
「
憲
法
」
と
あ
る
の
は
、
現
行
（
一
九
三
六
年
採
択
）
　
「
ソ
連
憲
法
（
基
本
法
と
の
略
語
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
き
た
い
◎
）

　
　
（
一
）
　
ウ
カ
ー
ズ
は
、
通
常
「
幹
部
会
令
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
詳
し
く
は
『
轟
G
。
目
冒
3
昌
塁
目
騨
の
訳
で
あ
っ
て
、
法
源
の
一
種
と
し
て
の
ウ

　
　
　
　
カ
ー
ズ
そ
の
も
の
の
訳
語
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
、
ザ
コ
ン
が
、
「
最
高
ソ
ビ
エ
ト
法
律
」
で
は
な
く
、
端
的
に
「
法
律
」
と
訳
さ
れ

　
　
　
　
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ウ
カ
ー
ズ
に
「
布
令
」
　
（
注
二
の
文
献
①
二
三
頁
）
、
も
し
く
は
「
政
令
」
　
（
同
ω
三
頁
）
、
ま
た
は
「
命

　
　
　
　
令
」
（
同
㈲
五
三
頁
）
と
い
う
訳
を
あ
て
る
例
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
標
準
化
し
た
訳
語
が
な
い
と
い
え
る
状
態
で
あ
る
の
で
、
本
稿

　
　
　
　
で
は
し
ば
ら
く
原
語
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
（
二
）
　
ウ
カ
ー
ズ
を
正
面
か
ら
取
扱
っ
た
唯
一
の
論
文
と
し
て
、
畑
中
和
夫
「
ソ
同
盟
最
高
ソ
ヴ
ェ
ト
幹
部
会
令
に
つ
い
て
f
社
会
主
義
的
合
法
性

　
　
　
　
と
関
連
し
て
i
」
立
命
館
法
学
、
二
九
・
三
〇
合
併
号
、
　
一
九
五
九
年
、
が
あ
り
、
有
益
な
教
示
を
徳
た
。
ま
た
、
ウ
カ
ー
ズ
に
関
し
て
部

　
　
　
　
分
的
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
年
代
順
に
、
と
り
あ
え
ず
、
ω
福
島
正
夫
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
法
制
と
法
典
」
政
治
経
済
論
叢
、
　
一
巻
四
号
、

　
　
　
　
一
九
五
〇
年
、
ω
同
「
社
会
主
義
法
の
現
在
的
な
諸
間
題
（
上
）
」
思
想
、
四
〇
二
号
、
　
一
九
五
七
年
、
㈹
松
下
輝
雄
「
ソ
ピ
エ
ト
法
に
お
け
る

　
　
　
　
『
法
源
』
と
『
法
の
欠
敏
』
の
問
題
」
『
法
解
釈
学
お
よ
び
法
哲
学
の
諸
間
題
』
、
　
一
九
六
二
年
、
ω
稲
子
恒
夫
「
ソ
ピ
エ
ト
国
家
組
織
の
歴
史
」

　
　
　
　
一
九
六
四
年
、
㈲
中
山
研
一
「
ソ
ビ
エ
ト
の
法
源
論
」
法
哲
学
年
報
、
一
九
六
五
年
、
㈲
松
下
輝
雄
「
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
権
力
の
構
造
」

　
　
　
　
『
講
座
現
代
法
2
』
一
九
六
五
年
、
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
ソ
ビ
エ
ト
法
源
論
に
関
す
る
外
国
主
要
文
献
の
一
覧
表
に
つ
い

　
　
　
　
て
は
、
前
掲
㈲
六
三
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
　
ソ
ビ
エ
ト
法
源
論
の
歴
史
的
背
景
と
意
義

　
法
律
制
度
の
観
点
か
ら
み
て
、
一
〇
月
革
命
の
成
功
は
、
一
方
で
は
帝
政
・
シ
ア
以
来
の
旧
法
律
制
度
の
破
壊
を
、
他
方
で
は
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

社
会
主
義
的
法
律
制
度
の
創
造
を
意
味
し
た
。
そ
れ
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
立
法
の
体
系
化
の
進
展
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
つ

　
　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
そ
の
概
略
を
あ
と
づ
け
て
み
た
い
。

　
一
九
一
八
年
七
月
、
　
「
勤
労
被
搾
取
人
民
の
権
利
の
宣
言
」
を
冒
頭
に
か
ざ
っ
た
、
世
界
で
最
初
の
社
会
主
義
憲
法
が
、
第
五
回
全
露

ソ
ビ
エ
ト
大
会
で
ま
ず
採
択
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
蝸
○
月
に
家
族
法
典
、
こ
月
に
労
働
法
典
が
成
立
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
法
典

は
、
ソ
連
に
お
け
る
法
典
化
の
い
わ
ば
最
初
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
、
本
格
的
体
系
化
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
は
、
新
経
済
政
策
の
時
代
に
入
っ
た
｝
九
一
三
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
内
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
革
命
権
力
が
｝
応
安
定
し
た
こ

と
と
、
新
経
済
政
策
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
商
品
流
通
の
安
定
化
へ
の
要
請
と
は
、
両
々
あ
い
ま
っ
て
、
急
速
に
適
法
性
の
強
調
へ
と
導

き
、
こ
の
年
か
ら
翌
二
三
年
に
か
け
て
、
わ
ず
か
二
年
間
に
、
民
法
、
労
働
法
、
土
地
法
、
刑
法
、
民
訴
法
、
刑
訴
法
の
六
法
典
が
あ
い

つ
い
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
婚
姻
・
家
族
お
よ
び
後
見
法
典
は
一
九
二
六
年
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
一
九
ニ
ニ
年
か
ら
一
九
二
六

年
に
か
け
て
の
数
年
間
を
、
本
格
的
体
系
化
の
第
一
期
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
三
六
年
一
二
月
、
第
八
回
臨
時
ソ
ビ
エ
ト
大
会
に
お
い
て
、
ソ
連
に
お
い
て
社
会
主
義
が
基
本
的
に
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す

る
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
新
し
い
発
展
段
階
に
適
応
し
た
新
し
い
全
連
邦
的
諸
法
典
を
編
纂
す
る

必
要
が
認
め
ら
れ
た
が
、
裁
判
所
構
成
法
（
一
九
三
八
年
）
を
除
い
て
な
か
な
か
実
現
に
至
ら
ず
、
こ
の
課
題
は
第
二
〇
回
党
大
会
以
後

ま
で
持
越
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ネ
ッ
プ
時
代
の
、
た
と
え
ば
民
法
典
が
、
一
九
六
四
年
七
月
に
・
シ
ア
共
和
国
民
法
典

が
成
立
す
る
ま
で
、
・
シ
ア
共
和
国
に
お
い
て
ひ
き
つ
づ
き
現
行
法
で
あ
っ
た
と
い
う
変
則
的
な
事
態
が
存
在
し
た
。

　
第
二
〇
回
党
大
会
（
一
九
五
六
年
）
以
後
、
立
法
の
体
系
化
の
気
運
が
急
速
に
盛
り
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
第
一
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
お
け
る
適
法
性
の
侵
犯
と
歪
曲
に
対
す
る
反
省
か
ら
出
発
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
市
民
の
権
利
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ

合
法
的
利
益
を
確
実
に
保
護
す
る
た
め
に
、
　
「
適
法
性
（
傍
点
筆
者
）
を
油
断
な
く
ま
も
り
、
無
法
、
恣
意
、
社
会
主
義
的
法
秩
序
の
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

害
の
あ
ら
ゆ
る
あ
ら
わ
れ
を
決
定
的
に
か
つ
き
び
し
く
根
絶
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
（
社
会
主
義
的
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

適
法
性
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
お
よ
び
法
律
従
属
的
法
令
が
ソ
ビ
エ
ト
の
国
家
的
・
社
会
的
諸
機
関
、
公
務
員
、
お
よ
び
市
民
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

て
遵
守
・
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
本
質
で
あ
る
以
上
、
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
要
求
さ
れ
る
の
は
、
法
律
・
法
令
そ
れ
自
体
の
整
備
と

完
成
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
共
産
主
義
の
基
礎
の
建
設
に
お
け
る
新
し
い
段
階
（
具
体
的
に
は
、
次
の
第
二

一
回
臨
時
党
大
会
（
一
九
五
九
年
）
で
う
ち
だ
さ
れ
た
「
展
開
さ
れ
た
共
産
主
義
建
設
の
時
期
」
）
に
即
応
し
た
、
新
し
い
法
体
系
の
必
要
と
い
う
客

観
的
条
件
で
あ
る
。
本
来
、
共
産
主
義
の
実
現
と
と
も
に
死
滅
す
べ
き
運
命
に
あ
る
法
が
、
共
産
主
義
建
設
に
一
歩
を
す
す
め
る
た
め

に
、
体
系
化
と
い
う
手
段
に
よ
り
再
び
活
力
を
与
え
ら
れ
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
矛
盾
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

が
、
こ
の
コ
一
重
的
性
格
」
の
弁
証
法
こ
そ
社
会
主
義
法
の
過
渡
的
な
歴
史
的
性
格
を
端
的
に
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
、
刑
法
、
刑
訴
法
に
つ
い
て
、
ま
た
一
九
六
四
年
に
民
法
、
民
訴
法
に
つ
い

て
、
各
連
邦
構
成
共
和
国
の
法
典
が
制
定
さ
れ
、
労
働
法
典
、
家
族
法
典
に
つ
い
て
は
現
在
法
典
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

現
在
の
時
期
は
、
本
格
的
体
系
化
の
第
二
期
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
一
九
六
二
年
に
、
全
連
邦
法
律
学
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
　
「
ソ
ビ
エ
ト
立
法
体
系
化
の
理
論
的
諸
問
題
」
（
以
下
「
理
論
的
諸
問
題
」

と
略
し
て
引
用
す
る
。
）
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
後
の
ソ
ビ
エ
ト
法
学
の
新
し
い
潮
流
の
中
で
、
　
「
体
系
化
」
の
分
野
に
お
い
て
注
自
す
べ

き
著
書
で
あ
る
が
、
同
書
は
そ
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
　
「
ソ
ビ
エ
ト
法
の
完
成
化
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、

今
日
こ
と
に
緊
急
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
大
法
典
化
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
法
は
多
く
の
部
分
に
お
い
て
社
会

　
　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
，
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

諸
関
係
の
発
展
か
ら
、
共
産
主
義
建
設
の
諸
課
題
か
ら
た
ち
遅
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
現
行
立
法
に
は
、
と
っ
く
に
古
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

た
一
連
の
規
範
が
あ
る
…
…
。
現
在
ソ
ビ
エ
ト
法
は
多
す
ぎ
る
量
の
法
令
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
事
実
上
効
力
を
持
た
な
い
が
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

日
ま
で
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
法
令
、
ま
た
、
あ
れ
こ
れ
の
程
度
に
お
い
て
相
互
に
矛
盾
す
る
法
令
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
規
範
的
諸

ア
ク
ト

法
令
に
お
い
て
多
く
の
繰
り
返
し
を
み
つ
け
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
の
立
法
に
は
一
連
の
空
白
部
分
が
あ

　
ぬ
のる
。
」
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
た
っ
て
、
同
書
は
、
立
法
体
系
化
の
た
め
の
基
礎
理
論
、
す
な
わ
ち
、
　
「
法
規
範
論
」
、
　
「
立
法
お
よ
び

体
系
化
技
術
論
」
、
「
法
体
系
論
」
等
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
法
源
論
」
に
も
相
当
の
ぺ
ー
ジ
数
が
つ
い
や
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

る
こ
と
は
、
こ
の
間
題
の
、
体
系
化
に
と
っ
て
の
重
要
性
　
　
す
な
わ
ち
、
　
「
集
大
成
」
は
各
種
の
法
源
を
素
材
と
し
て
そ
の
法
的
効
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

と
法
的
地
位
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
体
系
化
す
る
の
で
あ
る
し
、
　
「
法
典
化
」
は
あ
ら
ゆ
る
現
行
法
源
の
検
討
の
う
え
、
新
た
に
法
典
（
法

律
の
特
殊
形
態
）
と
い
う
一
種
の
法
源
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
法
の
体
系
化
を
企
図
す
る
ー
か
ら
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

　
ま
た
、
や
や
異
っ
た
観
点
（
立
法
過
程
論
の
観
点
）
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ケ
リ
ー
モ
フ
も
、
法
的
法
令
を
一
定
の
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め

う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ら
れ
た
形
式
に
お
い
て
発
布
す
る
こ
と
（
傍
点
筆
者
）
が
重
要
な
実
践
的
意
義
を
も
つ
こ
と
、
こ
の
要
請
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

種
々
の
国
家
機
関
の
法
的
法
令
の
相
互
関
係
に
お
け
る
民
主
集
中
の
原
則
が
保
障
さ
れ
、
ソ
ビ
エ
ト
立
法
の
単
一
性
と
安
定
性
が
強
化
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

れ
、
実
践
の
た
め
に
不
可
欠
な
、
法
的
効
力
に
従
っ
た
法
的
法
令
の
分
化
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
現
代
ブ
ル
ジ
．
ア
法

理
論
は
、
帝
国
主
義
段
階
の
ブ
ル
ジ
．
ア
国
家
に
お
け
る
「
行
政
機
関
の
優
位
」
と
い
う
現
実
の
故
に
、
一
般
に
こ
の
よ
う
な
問
題
（
法

源
論
）
に
関
心
を
示
さ
な
い
が
、
こ
れ
と
異
っ
て
、
社
会
主
義
法
の
理
論
と
実
践
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
に
ま
じ
め
な
注
意
が
払
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。



　
要
す
る
に
、
ソ
ビ
エ
ト
法
学
に
お
い
て
は
、
現
代
ブ
ル
ジ
。
ア
法
学
に
お
け
る
と
は
異
り
、
主
と
し
て
社
会
主
義
的
適
法
性
強
化
の
た

め
の
立
法
の
体
系
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
法
源
論
は
ま
さ
に
今
日
的
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
本
稿
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に

お
け
る
各
種
の
法
源
の
う
ち
、
対
象
を
ウ
カ
ー
ズ
に
限
定
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
　
「
体
系
化
」
臼
曾
霞
胃
国
器
月
冨
、
　
「
法
典
化
」
器
冒
8
目
§
月
塁
と
い
う
用
語
の
相
互
関
連
と
意
味
で
あ
る
が
、
前
者
は
後
者
を
内
包
す
る
上

　
　
　
　
位
概
念
で
、
　
「
体
系
化
」
の
中
に
は
そ
の
ぼ
か
「
集
大
成
」
目
日
o
冒
o
冨
侵
国
が
含
ま
れ
る
。
　
「
法
典
化
」
と
は
、
社
会
関
係
の
一
定
の
重
要
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

　
　
　
　
野
を
規
制
す
る
新
し
い
包
括
的
な
法
令
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
　
「
集
大
成
」
と
は
、
現
行
の
規
範
的
法
令
を
一
定
秩
序
に
よ
っ
て
ー
年
代
順

　
　
　
　
に
あ
る
い
は
テ
ー
マ
別
に
ー
総
合
的
に
編
集
す
る
こ
と
（
外
面
的
加
工
）
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
図
図
。
げ
①
鎖
国
霞
5
霞
3
屡
①
舅
息
目
眉
弓
霞
O
畠
曾
霞
。
呂
O
。
還
帥
一
（
曾
雷
g
冨
曾
温
畠
墨
。
頃
雪
y
ぎ
自
。
良
目
鋼
貨
這
3
曾
や

　
　
　
　
“
口
ω
’

　
　
（
三
）
　
藤
田
勇
「
ソ
ビ
エ
ト
法
学
の
昨
日
と
今
日
（
3
）
」
法
律
時
報
、
　
一
九
六
五
年
三
月
号
、
四
九
頁
。

　
　
（
四
）
　
現
在
の
「
全
連
邦
ソ
ゼ
エ
ト
立
法
研
究
所
」
で
あ
る
。
同
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
藤
田
勇
「
ソ
連
に
お
け
る
法
学
研
究
体
制
」
法
律
時
報
、

　
　
　
　
一
九
六
四
年
一
一
月
号
、
七
一
頁
以
下
参
照
。

　
　
（
五
）
　
日
0
8
曾
田
8
目
①
器
起
o
自
o
国
曾
霞
胃
国
雷
員
罠
8
器
目
ぎ
8
0
。
貰
o
国
o
葛
温
自
客
冨
夢
円
8
6
ゼ
鵠
崔
」
這
O
騎
●
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
前
掲
藤
田
「
ソ
ビ
エ
ト
法
学
の
昨
日
と
今
日
（
3
）
」
四
八
頁
参
照
。

　
　
（
六
）
　
目
o
o
眉
雪
目
o
o
目
国
o
零
目
℃
o
o
ヌ
o
目
唱
舛

　
　
（
七
）
　
員
・
卜
．
閑
8
目
o
ω
堕
○
零
9
葛
”
口
娼
雷
o
国
鐸
国
o
臣
0
8
び
一
一
、
8
ご
娼
器
員
拶
」
這
O
P
o
目
や
ミ
oo
ー
ミ
P

ウ
カ
ー
ス

（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

七
九



ク
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

八
○

ニ
　
ウ
カ
ー
ズ
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

　
ウ
カ
ー
ズ
の
実
態
を
調
べ
る
に
あ
た
り
、
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
た
の
は
、
　
「
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
通
報
」
（
以
下
「
通
報
」
と
略
し
て

引
用
す
る
）
一
九
五
九
年
な
い
し
一
九
六
四
年
の
最
近
六
ケ
年
分
、
通
算
合
計
三
コ
号
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
も
ち
ろ
ん
一
九
三

八
年
以
来
今
日
ま
で
二
七
年
余
に
わ
た
る
歴
史
を
も
つ
ウ
カ
ー
ズ
の
全
体
的
傾
向
に
つ
い
て
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
限

ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
正
確
な
分
析
は
、
第
一
に
、
最
近
の
傾
向
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
し
、
第
二
に
、
一
般

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　

的
傾
向
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
と
思
う
。

　
「
通
報
」
の
内
容
は
三
部
門
に
わ
か
た
れ
、
「
第
一
類
」
に
は
、
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
各
会
期
で
採
択
さ
れ
た
法
律
雷
国
畠
、
決
定

目
自
雷
。
旨
。
冒
①
を
は
じ
め
と
し
て
、
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
発
布
し
た
ウ
カ
ー
ズ
旨
器
の
う
ち
規
範
性
ま
た
は
重
要
性
の
高
い

も
の
、
幹
部
会
の
決
定
目
曾
雷
畠
器
目
①
の
ほ
か
、
条
約
・
協
定
等
が
ふ
く
め
ら
れ
、
「
第
二
類
」
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
勲
章
の
授
与
臣
d
マ

貰
岩
霞
①
、
称
号
の
授
与
口
冒
8
8
園
①
に
関
す
る
ウ
カ
ー
ズ
が
、
そ
し
て
「
第
三
類
」
に
は
、
外
交
官
の
信
任
状
の
提
出
、
各
共
和
国
の

行
政
区
劃
に
お
け
る
変
更
、
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
各
常
任
委
員
会
の
動
き
な
ど
、
各
種
の
雑
報
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ

カ
ー
ズ
の
考
察
に
際
し
て
、
　
「
第
三
類
」
は
関
係
が
な
く
、
　
「
第
二
類
」
は
一
律
に
処
理
で
き
る
の
で
殆
ど
間
題
が
な
い
。
主
要
な
考
察

の
対
象
に
な
る
の
は
「
第
一
類
」
に
属
す
る
ウ
カ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
考
察
は
、
ま
ず
ウ
カ
ー
ズ
の
総
体
的
概
観
か
ら
は
じ
め
、
徐
々
に
い
わ
ゆ
る
「
立
法
的
」
ウ
カ
ー
ズ
に
向
っ
て
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
行
く

こ
と
に
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
ウ
カ
ー
ズ
の
「
多
面
的
法
的
性
格
」
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。



　
次
に
、
本
稿
に
お
け
る
ウ
カ
ー
ズ
の
分
類
方
法
を
示
す
が
、
そ
の
前
に
、
ソ
ビ
エ
ト
の
文
献
に
お
い
て
ウ
カ
ー
ズ
が
ど
の
よ
う
に
分
類

さ
れ
て
い
る
か
を
述
べ
る
こ
と
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
先
に
あ
げ
た
一
九
六
二
年
の
著
書
「
ソ
ビ
エ
ト
立
法
体
系
化
の
理
論
的
諸
間
題
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
分
類
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
カ
ー
ズ
を
二
種
に
大
別
し
、
第
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
最
高
ソ
ビ
エ

ト
幹
部
会
の
権
限
範
囲
内
に
お
い
て
発
布
さ
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
」
を
あ
げ
、
そ
の
中
に
、
ω
法
律
の
具
体
化
と
詳
細
化
を
行
う
ウ
カ
ー
ズ
、

＠
憲
法
第
四
九
条
第
三
号
に
も
と
づ
き
法
律
の
解
釈
を
行
う
ウ
カ
ー
ズ
、
お
よ
び
の
個
々
の
具
体
的
場
合
に
対
し
法
律
の
直
接
的
適
用
を

行
う
ウ
カ
ー
ズ
の
三
種
を
区
別
し
、
第
ニ
グ
ル
ー
ブ
と
し
て
、
　
「
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
と
会
期
の
間
に
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
権
限
に
属

す
る
問
題
に
関
し
て
発
布
さ
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
」
を
認
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ウ
カ
ー
ズ
は
、
し
ば
し
ば
現
行
立
法
に
変
更
を
も
た
ら
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

事
後
に
最
高
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
、
と
す
る
。

　
分
類
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
基
準
の
た
て
方
次
第
で
ど
の
よ
う
に
も
可
能
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
基
礎
資
料
で

あ
る
「
通
報
」
の
類
別
を
尊
重
し
、
特
に
そ
の
「
第
一
類
」
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
い
う
予
測
の
も
と
に
、
憲
法
規
定
に
よ
っ
て
容
易

に
分
類
し
う
る
も
の
か
ら
先
に
分
類
し
、
容
易
に
分
類
し
が
た
い
も
の
の
内
容
を
遂
次
分
析
し
て
行
く
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
た
め
、
こ

の
「
理
論
的
諸
問
題
」
に
お
け
る
分
類
と
は
相
当
お
も
む
き
を
異
に
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
最
大
の
相
違
点
は
、
後
者
が
最
初
か
ら
「
最

高
ソ
ビ
エ
ト
の
権
限
に
属
す
る
ウ
カ
ー
ズ
」
を
わ
か
つ
の
に
反
し
、
本
稿
の
分
類
に
よ
る
と
そ
れ
が
分
析
の
最
後
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で

あ
る
◎

ウ
カ
ー
ズ
　
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

八
一



ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

八
二

本
稿
の
ウ
カ
ー
ズ
分
類
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲
法
四
九
条

　義広（ズ一カウ

「
通
報
」
の
類
別
に
ょ
る

「
第
噸
類
」
ウ
カ
ー
ズ

「
通
報
」
の
類
別
に
よ
る

「
第
二
類
」
ウ
カ
ー
ズ
旺

一
号
ウ
カ
ー
ズ

鷲
嫉
（
盤
期
）
窮
口
鋸
難
習
以

九
号
ウ
カ
ー
ズ

（
そ
の
う
ち
例
外
的
な
も
の
）

一
八
号
ウ
カ
ー
ズ

憲
法
四
九
条

九
号
ウ
カ
ー
ズ

（
そ
の
殆
ど
す
べ
て
）

＊
狭
義
の
ウ
カ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
本
文
八
四
頁
説
明
参
照
。

（
一
）

（
二
）

《
扇
魯
霞
8
目
閃
魯
図
o
臣
0
8
0
0
器
轟
O
O
O
℃
》
　
週
刊
、
し
た
が
っ
て
年
間
五
一
な
い
し
五
二
号
発
行
。
な
お
、
本
資
料
の
一
九
五
九
年
か

ら
一
九
六
一
年
ま
で
の
三
ケ
年
分
に
つ
い
て
は
、
藤
田
勇
教
授
を
通
じ
て

所
な
ら
び
に
同
教
授
の
御
好
意
に
深
く
感
謝
す
る
。

　
目
①
ε
雪
莞
①
。
霞
①
ω
o
昌
。
自
｝
o
昌
’
＝
ω
1
＝
企

、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
か
ら
借
覧
し
た
。
　
こ
㌧
に
、
　
同
研
究



0
総
体
的
概
観

　
発
布
さ
れ
た
ウ
カ
ー
ズ
は
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
一
九
六
二
年
度
を
例
に
と
っ
て
み
る

と
、
こ
の
一
年
間
に
発
布
さ
れ
た
ウ
カ
ー
ズ
の
総
数
は
五
〇
二
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
「
通
報
」
の
類
別
に
よ
る
「
第
一
類
」
ウ
カ
ー
ズ

が
一
三
七
、
　
「
第
二
類
」
ウ
カ
ー
ズ
が
三
六
五
、
百
分
比
に
し
て
前
者
が
二
七
％
、
後
者
が
七
三
％
で
あ
る
（
第
一
表
参
照
）
。
法
源
の
一
つ

と
し
て
の
ウ
カ
ー
ズ
を
論
ず
る
場
合
に
重
要
な
の
は
、
も
ち
ろ
ん
「
第
一
類
」
ウ
カ
ー
ズ
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
度
に
お
い
て
、
　
「
第

類
　
　
動

二
　
　
年

第
　
兜

「
　
　
　
　
　
　
－

と
率
ズ
比

一
　
と

力
数
ウ
実
」
の
類
ズ

一
　
一

第
力
「
ウ

表一第

率比数実

2
7
7
3

7
　
　
5

り
Q
　
　
6

1
　
　
つ
り

ズ
ズ

一
　
一

カ
　
カ

ウ
　
ウ

ヨ
　
　
ヨ

類
類
一
二

第
第

「
　
　
「

　％灰1
0

ワ
］

05計

訳内のズ［カウ与授号称表二第
　度年6

2
1
9

〆
k

率比数実

7
71
3　
7
　
3

1
9
1
9
　
1
1
　
5

1　
　
術

　
雄
芸

　
英
民

　
働
人
　
等

　
労
・
　
雄

雄
義
優
　
英

英
主
俳
　
邦

性
会
民
　
連

母
社
人
家
ソ

　％灰1
0451計

あ
ま
り
重
要
と
は
い
え
な
い
が
、
「
第
二
類
」

　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

ウ
カ
ー
ズ
の
内
訳
を
つ
い
で
に
み
て
お
く
と
、

一
類
」
ウ
カ
ー
ズ
が
他
年
度
に
比
較
し
て
多
か
っ
た
（
第
三
表

参
照
）
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
年
間
総
数
約
五
百
の
ウ
カ
ー
ズ

が
発
布
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
～
三
割
が
「
第
一
類
」
に
属
す

る
と
い
う
こ
と
が
各
年
度
を
通
じ
て
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
第
二
類
」
ウ
カ
ー
ズ
ー
こ
れ
は
憲
法
規
定
に
あ
て
は
め

る
と
、
す
べ
て
四
九
条
九
号
に
該
当
す
る
　
　
が
広
義
の
ウ
カ

ー
ズ
の
総
数
の
七
～
八
割
に
達
し
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
幹

部
会
の
活
動
に
お
い
て
勲
章
・
称
号
の
授
与
が
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
く
一
九
六
二
年
度
に
お
い
て
、
「
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

二
類
」
に
属
す
る
三
六
五
の
ウ
カ
ー
ズ
の
う
ち
、
一
二
一
が
勲
章
等
の
授
与
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
五
四
が
称
号
の
授
与
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
称
号
授
与
ウ
カ
ー
ズ
の
う
ち
、
「
母
性
英
雄
」
、
　
「
社
会
主
義
労
働
英
雄
」
に
関
す
る
も
の
が
上
位
に
来
る
の
は
、
い
か
に

も
社
会
主
義
の
国
ら
し
い
（
第
二
表
参
照
）
。

　
　
　
⇔
　
「
第
一
類
」
ウ
カ
ー
ズ
の
概
観

　
「
第
一
類
」
に
は
、
先
に
も
の
べ
た
通
り
、
規
範
性
ま
た
は
重
要
性
の
高
い
ウ
カ
ー
ズ
が
含
め
ら
れ
る
。
現
行
憲
法
第
四
九
条
に
、
ソ

連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
権
限
が
第
一
号
か
ら
第
一
八
号
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
規
定
し
て
あ
る
。
（
な
お
、
こ
の
規
定
に
つ
き
、
ウ
カ
！
ズ

と
の
関
連
に
お
い
て
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
第
三
章
参
照
。
）
そ
こ
で
、
こ
の
第
四
九
条
所
定
の
事
項
を
縦
軸
に
、
年
代
を
横
軸
に

と
り
、
「
第
｝
類
」
ウ
カ
ー
ズ
の
分
類
を
試
み
た
結
果
第
三
表
が
得
ら
れ
た
。

　
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
、
幹
部
会
の
こ
れ
ら
の
権
限
が
原
則
と
し
て
ウ
カ
ー
ズ
と
い
う
法
令
形
式
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
　
（
但
し
、
外
交
代
表
の
信
任
状
・
解
任
状
の
受
理
（
四
九
条
一
七
号
）
は
、
ニ
ユ
ー
ス
と
し
て
「
通
報
」
の
「
第
三
類
」
に
の
る
だ
け
で
法

令
の
形
式
は
と
ら
な
い
。
）
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
来
四
九
条
二
号
に
は
、
　
「
第
二
類
」
を
も
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
ウ
カ
ー
ズ
（
H
広
義
の
ウ
カ

ー
ズ
）
が
数
え
入
れ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
　
「
第
一
類
」
で
あ
っ
て
、
第
二
、
第
一
七
号
を
除
く
四
九
条
の
各
号
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

重
複
し
な
い
も
の
に
限
り
、
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
を
狭
義
の
ウ
カ
ー
ズ
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
種
類
の

ウ
カ
ー
ズ
は
、
実
質
的
立
法
を
行
う
こ
と
が
ま
れ
で
な
く
、
法
律
と
の
関
係
に
お
い
て
中
心
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
次
に
節

を
改
め
て
検
討
す
る
。



類分別次年のズ需カウヨ類一第「
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第法憲表三第

　年磁1
9
～年5
9
1
9
（

計年6
4
1
9
年6
3
1
9
年6
2
1
9
年6
1
1
9
年6
0
1
9
年5
9
1
9

1
1　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
　
7

　
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

2
　
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

1
　
21
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
　
　
1

3
　
4
4
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
3

1
　
4
6
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
2

2
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
　
1

2
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

会
　
　
　
　
　
工
　
　
　
会
消
の
　
　
号

の
　
　
　
　
ビ
　
　
臣
取
中
　
称

ト
　
＊
　
　
ソ
　
　
　
大
の
会
　
誉

工
　
布
　
　
高
挙
ム
る
令
閉
　
名

ビ
　
発
　
　
最
選
ダ
す
命
ト
　
　
・

ソ
　
の
釈
る
・
ン
触
・
工
免
章

高
集
ズ
解
よ
散
レ
抵
定
ビ
任
記

最
召
　
一
の
に
解
工
に
決
ソ
の
　
・
定

連
の
力
律
条
の
フ
律
の
高
臣
章
制

ソ
期
ウ
法
4
7
ト
レ
法
議
最
大
勲
の

ω
　
㈲
⑥
ω
　
　
⑤
㈲
　
ω
　
⑧

だ
U
　
　
　
　
－

ウ
臼
　
　
　
　
－

22

　
　
　
の
　
・

　
　
　
官
命

　
与
　
交
任

　
授
　
外
　
の

　
の
使
、
定
部

　
号
行
号
制
帥

　
称
の
称
の
統

・
定
・
権
の
等
高

の中会
閉
言
ト
宣

【
」
　
7

1
　
8

1
　
　

1

1
8
2
5

2
5
2
3

1
3
4
9

2
1
1
7

2
4
4
4

1
4
2
9

　
　
解

　
還
・

棄
召
状

廃
・
任

・
命
信

エ
の
言
准
任
の
理
告

ビ
態
宣
批
の
表
受
布

ソ
状
の
の
官
代
の
の

連
の
力
律
条
の
フ
律
の
高
臣
章
制
章
赦
人
級
最
任
高
争
員
約
交
交
状
厳

ソ
期
ウ
法
4
7
ト
レ
法
議
最
大
勲
の
勲
特
軍
等
軍
解
最
戦
動
条
外
外
任
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傭
⑩
⑳
⑱
留
ω
⑯
⑯
㈱
⑱

5463811173111122118計

るたし上計をみのズ【カウの義狭は
に欄本＊

ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

八
五



　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

　
こ
の
表
で
み
る
と
、
大
臣
の
任
免
（
七
号
）
、
外
交
官
の
任
命
・
召
還
（
一
六
号
）
な
ど
の
個
別
的
ウ
カ
ー
ズ
が
大
き
な
割
合
を
占
め
、
次

に
条
約
の
批
准
・
廃
棄
（
一
五
号
）
も
常
に
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
八
号
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
「
ソ
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

邦
宇
宙
飛
行
士
」
の
称
号
の
制
定
が
あ
る
。
な
お
、
第
九
号
に
属
す
る
ウ
カ
ー
ズ
が
い
か
に
大
量
に
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
前
節

の
記
述
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
「
第
二
類
」
に
所
属
し
、
　
「
第
一
類
」
に
入
っ
て
来
る
も
の
は
、
元
帥
の
称

　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

号
の
授
与
、
諸
施
設
に
党
大
会
の
名
称
や
、
レ
ー
ニ
ン
の
名
称
を
冠
す
る
こ
と
な
ど
、
特
に
重
要
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
た
例
外
的
な
も

の
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
い
。

　
「
法
律
の
解
釈
」
（
三
号
）
に
該
当
す
る
ウ
カ
ー
ズ
が
こ
の
六
年
間
に
一
件
も
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
現
行
憲
法
制
定
の
経
過
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

言
っ
て
、
実
に
意
外
で
あ
っ
た
。
　
（
ウ
カ
ー
ズ
に
関
す
る
憲
法
規
定
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
一
節
参
照
。
）
か
え
っ
て
、
決
定
葛
曾
㌣

国

8
器
目
Φ
で
法
律
の
解
釈
を
し
て
い
る
は
っ
き
り
し
た
例
が
一
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
　
「
憲
法
第
四
九
条
、
第
三
号
に
も
と
づ
い
て
」
と
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
X
七
）

言
し
た
う
え
で
、
刑
事
立
法
の
基
礎
第
四
四
条
（
仮
釈
放
の
規
定
）
の
適
用
に
解
釈
を
く
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
N
●

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

《
切
Φ
廻
O
国
O
O
目
国
》
お
①
ご
o
日

《
ω
①
員
O
国
O
O
日
国
》
一
〇
〇
一
｝
O
目
N
O
Qo
●

《
閃
①
揖
O
国
O
o
目
国
》
一
〇
〇
一
一
〇
日
ω
Qo
ω
・

《
閃
①
員
O
鼠
O
O
弓
国
》
一
〇
〇
ρ
O
タ
N
O
ω
・

　
ク
ズ
ネ
ヅ
ォ
フ
、
シ
ユ
リ
ャ
ポ
チ
ニ
コ
フ
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
　
ク
ズ
ネ
ヅ
オ
フ
は
言
う
一
最
近
、
解
釈
ア
ク
ト

の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
に
よ
っ
て
ウ
カ
ー
ズ
の
形
式
で
な
く
、
決
定
の
形
式
に
お
い
て
発
布
さ
れ
て
い
る
。
」
（
ヌ
属



　
　
誇
目
賃
。
ご
魯
8
月
。
身
。
言
員
目
①
臼
島
暮
遍
。
岩
算
舘
p
言
雲
員
昌
轟
ω
①
冨
。
毘
。
『
。
O
。
器
轟
8
0
噂
國
①
8
8
。
畠
。
思
冒
。

　
　
器
器
国
o
昼
《
ω
o
月
o
臼
8
器
目
目
8
8
0
旨
嘗
臼
器
目
岩
8
目
犀
轟
》
～
頚
。
＞
＝
O
O
O
黒
お
昭
）
o
昌
。
園
O
の
注
）
。
シ
ュ
リ
ャ
ポ
チ
ニ
コ
フ
は
言

　
　
う
「
最
高
ソ
ピ
エ
ト
幹
部
会
の
実
践
に
お
い
て
、
　
今
日
ま
で
法
律
解
釈
の
機
会
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
刑

　
　
法
の
解
釈
は
通
例
ソ
連
最
高
裁
判
所
総
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
」
（
｝
ρ
目
蟄
目
目
員
β
　
日
o
葭
。
轟
塁
胃
o
』
o
田
。
8

　
　
雷
目
o
畢
㌔
o
o
6
冒
鋼
胃
”
一
〇
8
”
o
昌
．
一
＆
。
）

（
六
）
　
《
国
O
詞
O
匡
O
O
弓
国
》
一
〇
〇
♪
O
舜
口
麻
癖
．

（
七
）
　
「
理
論
的
諸
問
題
」
　
（
ウ
カ
ー
ズ
の
担
当
者
は
前
出
且
・
H
・
ク
ズ
ネ
ヅ
ォ
フ
）
は
、
こ
の
点
に
つ
き
次
の
よ
う
な
評
価
を
く
だ
し
て
い
る
。

　
　
「
決
定
と
い
う
形
に
お
い
て
解
釈
ア
ク
ト
を
形
式
づ
け
る
こ
と
は
、
　
ソ
ピ
エ
ト
立
法
の
新
し
い
規
範
を
設
定
す
る
た
め
で
は
な
く
、
す
で
に
効

　
　
力
を
も
つ
規
範
の
説
明
の
た
め
に
発
布
さ
れ
た
ア
ク
ト
と
し
て
の
そ
の
内
容
の
特
質
を
強
調
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
ソ
連
最
高
ソ
ピ

　
　
エ
ト
幹
部
会
の
大
量
の
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
か
ら
そ
れ
ら
を
区
別
し
よ
う
と
い
う
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。
　
体
系
化
へ
の
関
心
と
い
う
見
方
か
ら

　
　
す
れ
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
や
り
方
は
ま
っ
た
く
正
当
で
あ
る
。
」
　
（
同
書
一
三
〇
～
一
三
一
頁
）
ケ
リ
ー
モ
フ
も
ウ
カ
ー
ズ
の
内
容
の
多
面

　
　
性
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
名
称
で
呼
ぶ
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
ケ
リ
ー
モ
フ
前
掲
書
一
八
四
頁
）
が
、
　
こ
れ
ら
の
考
え
に
は

　
　
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

匂
　
狭
義
の
ウ
カ
：
ズ
の
分
析

狭
義
の
ウ
カ
ー
ズ
は
、
規
範
性
の
有
無
に
よ
っ
て
、
「
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
」
と
「
個
別
的
ウ
カ
：
ズ
」
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
　
「
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
」
は
、
憲
法
・
法
律
に
変
更
を
加
え
る
が
故
に
幹
部
会
の
本
来
の
権
限
範
囲
を
こ
え
て
、
む
し
ろ
最
高
ソ

　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
炉
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



類分別次年のズ一カウの義狭表四第

翁鰯刈鮮獅
（

ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
っ
い
て

年6
4
1
9
年6
3
1
9
年6
2
1
9
年6
1
1
9
年6
0
1
9
年5
9
1
9

1
2
7
　
）
　
　
の

　
　
　
7
　
　
2

　
　
　
（
　
　
　
　
（

0
2
1
D
　
り

　
　
　
ー

　
　
　
（
　
　
　
　
（

8
3
6
　
の
　
　
の

　
　
　
ウ
臼
　
　
　
　
－

　
　
　
（
　
　
　
　
（

2
4
4
　
の
　
　
の

　
　
　
ウ
臼
　
　
　
2

　
　
　
（
　
　
　
　
（

1
3
7
　
の
　
の

　
　
　
1
　
　
　
　
2

　
　
　
（
　
　
　
　
（

4
1
8
　
の
　
　
）

　
　
　
　
　
4

　
　
　
1

　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
カ
　
　
カ

　
　
ウ
　
　
　
ウ

　
　
の
　
　
の

　
　
外
　
内

ズ
ズ
限
　
限

［
戸
権
　
権

カ
カ
の
　
　
の

ウ
ウ
会
　
会

的
的
部
ズ
部
ズ

別
範
幹
一
幹
一

個
規
　
　
A
　
　
B

7
且
　
π

2
8

2
1

4
4

4
6

3
8

2
2

計

次年
　
年

の
　
　
磁

　
　
1
9

」
　
　
　
～

ズ
　
年

一
　
　
5
9

カ
　
ー
9

ウの内限権の会部幹「B
ち
い
つ

のヨズ脚カウ的範
類
規
分
「
別

表五第

年6
4
1
9
年6
3
1
9
年6
2
1
9
年6
1
1
9
年6
0
1
9
年5
9
1
9
ズ一カウの内限権の会部幹B

2
5
1
3

ウ
臼
　
n
乙
　
　
0

3
　
　
4
　
　
5

2
4
1
6

1
0
2
2

2
　
　
1
　
　
1

　
ズ

ズ
　
一

一
　
カ
カ
ウ
ズ

ウ
い
　
［

化
強
力

体
の
ウ

具
彩
的

の
色
理

等
的
処

律
法
後

法
立
事

a
　
　
b
　
　
C

2
04

1
2

2
2

2
34

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

ビ
エ
ト
の
立
法
権
を
侵
す
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
ウ
カ
ー
ズ

と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
、
即
ち
、
幹
部
会
の
権
限
範
囲
内
と
認

め
ら
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
と
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
に

従
っ
て
作
成
し
た
の
が
第
四
表
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
お
け
る
、
1
「
個
別
的
ウ
カ
ー
ズ
」
の
例
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

は
、
た
と
え
ば
、
ソ
連
検
事
局
協
議
会
の
構
成
員
の
確
認
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

連
検
事
総
長
の
任
命
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
民
族
会
議
の
選
挙
区
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

い
く
つ
か
の
名
称
変
更
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
選
挙
に
関
す
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

央
選
挙
管
理
委
員
会
の
構
成
員
の
確
認
、
ソ
連
最
高
裁
判
所
の

　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

任
期
の
臨
時
的
延
長
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
ー
「
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
」
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
B

「
幹
部
会
の
権
限
内
と
認
め
ら
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
」
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
見
よ
う
。
こ
の
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
の

B
グ
ル
ー
プ
は
、
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
全
体
か
ら
、
次
に
述
べ
る

よ
う
に
比
較
的
は
っ
き
り
し
た
特
徴
を
有
す
る
A
グ
ル
ー
プ
を

引
去
っ
た
残
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
仲
々
積
極
的
定



義
を
与
え
難
い
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
種
々
の
要
素
が
混
在
し
、
分
類
に
も
苦
心
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
下
位
区
分
と
し

て
は
、
の
「
法
律
（
憲
法
・
条
約
を
含
む
）
の
具
体
化
・
詳
細
化
を
す
る
ウ
カ
ー
ズ
」
（
こ
れ
は
、
「
理
論
的
諸
問
題
」
に
お
け
る
も
の
と
同
じ
）
、

　
　
　
（

切
「
立
法
的
色
彩
の
強
い
ウ
カ
ー
ズ
」
、
ω
「
事
後
処
理
的
ウ
カ
ー
ズ
」
の
三
つ
を
考
え
た
。
こ
れ
ら
の
下
位
区
分
に
従
っ
て
作
成
し
た

（の
が
第
五
表
で
あ
る
。

　
の
「
具
体
化
ウ
カ
ー
ズ
」
は
、
予
想
に
反
し
て
そ
の
数
が
少
く
、
全
部
で
一
二
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
・
ハ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
の

ン
ガ
リ
ー
・
モ
ン
ゴ
ー
ル
人
民
共
和
国
の
判
決
を
ソ
連
に
お
い
て
執
行
す
る
方
式
を
定
め
た
も
の
、
　
「
ソ
連
邦
宇
宙
飛
行
士
」
の
称
号
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

関
す
る
規
程
8
さ
器
爵
①
を
承
認
す
る
も
の
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
畑
中
氏
は
「
施
行
法
規
と
し
て
の
幹
部
会
令
」
と
い
う
こ
と
ば

を
使
用
し
て
居
ら
れ
る
が
こ
の
場
合
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
「
立
法
的
色
彩
の
強
い
ウ
カ
ー
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
次
の
⑥
「
事
後
処
理
的
ウ
カ
ー
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
く
、
通
常
の
分
類

に
は
出
て
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
例
の
分
析
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
範
晴
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

　
前
者
の
例
の
中
に
は
、
コ
ル
ホ
｝
ズ
に
対
す
る
所
得
税
計
算
方
式
の
変
更
、
祝
祭
日
の
新
設
（
「
宇
宙
飛
行
の
日
」
、
「
ソ
ピ
エ
ト
民
警
の
日
」

な
ど
）
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
事
後
承
認
を
得
る
の
が
適
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
㊥
「
立
法
的
色
彩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

強
い
ウ
カ
ー
ズ
」
の
中
で
こ
れ
ら
に
も
増
し
て
注
目
に
値
す
る
の
は
、
立
法
的
法
令
の
失
効
確
認
と
い
う
形
式
の
下
に
、
実
質
的
に
立
法

の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
し
か
も
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
を
得
て
い
な
い
も
の
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ウ
カ
ー

ズ
と
、
次
の
「
事
後
処
理
的
グ
ル
ー
プ
」
と
の
境
界
は
あ
ま
り
判
然
と
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
形
式
的
に
は
、
　
「
新
立
法

に
伴
っ
て
（
－
…
失
効
を
確
認
す
る
）
」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
区
別
の
標
識
が
あ
る
。
従
っ
て
実
質
的
立
法
と
考
え
る

　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



ク
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

次
年
　
　
菊

の
　
鯉

」
　
　
　
～

ズ
　
　
年

一
　
蜘

力
　
　
α

ウの外限権の会部幹「A
ち
p
つ

のコズ
ー

葛塑饗
「
別

表六第

年6
4
1
9
年6
3
1
9
年6
2
1
9
年6
1
1
9
年6
0
1
9
年5
9
1
9
ズ一カウの外限権の会部幹A

2

5

2

1
5　
）
　
1
　
（

n
乙
　
　
　
　
）
　
ハ
乙

　
　
　
2

　
　
1

　
　
（

1

2
1

2

1
2

1

1
3

レ
　
　
　
　
　
　
レ

て
　
　
　
て

れ
　
の
れ
　
の

さ
　
　
も
さ
　
　
も

付
　
の
付
　
の

の
　
認
の
　
認

始
　
　
承
言
　
承

　
　
未
文
　
未

出
　
　
ち
出
の
ち

提
の
う
提
も
う

認
も
の
認
い
の

承
る
そ
承
な
そ

ン
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ノ

a
　
　
　
a
　
b
　
　
　
b

7
1
7

2
4

2
2

1
4

1
4

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

根
拠
も
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
失
効
確
認
ウ
カ
ー
ズ
」
も
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
を
得

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
。
こ
の
例
と
し
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
名
称
の
授
与
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
　
（
＝
一
）

ソ
連
の
立
法
的
法
令
の
失
効
確
認
、
国
家
的
社
会
保
険
お
よ
び
社
会
保
障
の
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
　
　
ニ
三
）

い
く
つ
か
の
立
法
的
法
令
の
失
効
確
認
、
　
「
都
市
に
お
い
て
家
畜
を
所
有
す
る
市
民
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

る
金
銭
的
課
税
に
関
す
る
」
ウ
カ
ー
ズ
お
よ
び
こ
れ
を
承
認
す
る
法
律
の
失
効
確
認
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
後
者
（
＠
「
事
後
処
理
的
ウ
カ
ー
ズ
」
）
は
、
ソ
連
ま
た
は
、
連
邦
構
成
共
和
国
最
高
ソ
ビ
エ
ト

の
承
認
に
よ
っ
て
新
し
い
法
典
な
ど
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
旧
い
立
法

　
ア
ク
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

的
法
令
の
失
効
を
確
認
す
る
一
群
の
ウ
カ
ー
ズ
で
あ
る
。
但
し
、
ま
れ
に
旧
い
立
法
的
法
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

の
変
更
を
行
う
も
の
も
あ
る
。
法
律
に
よ
っ
て
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
に
失
効
し
た
立
法

　
ア
ク
ト

的
法
令
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
委
任
さ
れ
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ

（
一
六
）

る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
改
め
て
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
種
の
ウ
カ
ー
ズ
は
そ
の
数
が
比
較
的
多
い
が
、
こ
れ
は
、
立
法
の
体
系
化
が
現
在

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
側
面
か
ら
立
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
規
範
的
ウ
ヵ
ー
ズ
」
の
B
「
幹
部
会
の
権
限
内
と
思
わ
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
」
の
実
態
と
間

題
点
の
あ
ら
ま
し
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
A
「
幹
部
会
の
本
来
の
権
限
を
こ



え
る
と
考
え
ら
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
」
の
グ
ル
ー
プ
に
移
り
た
い
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
こ
そ
、
ま
さ
に
、
法
律
と
ウ
カ
ー
ズ
が
微
妙
に
交
錯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
つ
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
範
疇
に
属
す
る
ウ
カ
ー
ズ
は
、
最
も
近
い
次
の
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
に
お
い
て
事
後
承
認
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
七
）

る
。
こ
れ
は
憲
法
上
の
規
定
を
欠
き
、
「
実
践
に
お
い
て
成
立
し
た
慣
習
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ウ
カ
ー
ズ
に
は
、
そ
の
末
尾
に
「
本
ウ
カ
ー
ズ
は
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
（
ま
た
は
「
審
理
」
の
場
合
も
あ
る
…
筆
者
）

の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
」
と
い
う
定
っ
た
文
言
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
文
言
を
付
す
る
場
合
と
付
さ
な
い
場
合

と
の
基
準
が
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
。
は
じ
め
に
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
×
一
九
×
二
〇
×
一
二
）

　
す
な
わ
ち
、
連
邦
構
成
共
和
国
の
国
境
の
部
分
的
変
更
の
件
に
は
、
こ
の
文
言
を
付
す
る
こ
と
は
確
か
ら
し
い
（
四
例
中
の
す
べ
て
）
が
、

そ
の
他
の
件
に
関
し
て
は
あ
ま
り
法
則
性
が
見
出
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
中
学
校
・
中
等
専
門
教
育
施
設
の
学
生
に
対
す
る
召
集
前
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

予
備
教
育
を
廃
止
す
る
た
め
に
、
　
「
一
般
兵
役
義
務
に
関
す
る
法
律
」
の
第
三
章
（
七
五
条
な
い
し
七
九
条
）
を
失
効
さ
せ
る
場
合
に
、
こ

の
文
言
を
付
し
て
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
を
得
て
い
る
の
に
反
し
、
家
族
状
態
に
よ
る
兵
役
免
除
の
特
典
の
条
件
を
緩
和
す
る
た
め
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
）

法
二
六
条
の
改
正
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
文
言
を
付
さ
な
い
ま
ま
承
認
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
カ
ー
ズ
に
よ
る
刑
事
立
法
の
変
更
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
四
）

追
補
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
が
、
　
「
家
畜
防
疫
規
則
」
違
反
に
対
す
る
処
罰
方
法
の
件
の
よ
う
な
重
要
度
の
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
に
対
し
て
こ
の
文
言
を
付
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
買
い
に
対
し
て
死
刑
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
）

た
、
　
「
刑
事
立
法
の
基
礎
」
二
二
条
お
よ
び
「
国
家
的
犯
罪
に
対
す
る
刑
事
責
任
に
関
す
る
法
律
」
二
五
条
の
改
正
の
よ
う
な
、
国
民
の

権
利
義
務
に
対
し
て
重
要
な
関
係
を
も
つ
ウ
カ
ー
ズ
に
こ
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
な
い
等
の
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
一



ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

次年
　
菊

の
　
鰯
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～

ズ
　
年

岬
　
蜘

力
　
　
G
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b
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2
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4
1
9
年6
3
1
9
年6
2
1
9
年6
1
1
9
年6
0
1
9
年5
9
1
9

カウの外限権の会
部
ズ
幹
雨A

4
7
　
D
　
）
　
）
　
5
1

　
　
　
　
5
　
　
　
帽
⊥

　
　
4

　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
5
1
7

2
6
1

（
　
　
（
　
（
　
（
　
（

Q
》
　
　
）
　
　
　
）

　
　
2
　
　
　
1

　
（
　
　
　
　
（

4
　
　
　
）

　
　
4
　
（

1
2　
D
　
　
）

　
　
　
　
1

　
　
1

　
（
　
　
　
　
（

P
D
　
　
）
　
）

　
　
3
　
　
（
∠

　
　
（
　
（

1
3　
の
　
）

　
　
　
　
1

　
　
1

　
　
（
　
　
　
　
（

n
　
）
）
　
　
）

　
　
F
D
　
5
　
　
　
　
咽
⊥

　
　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
（

9
　
　
）
　
　
　
）

　
　
8
　
　
　
1

　
　
（
　
　
　
　
（

1
3　
）
）
　
　
）

　
　
5
　
　
7
　
　
　
　
噌
⊥

　
　
（
　
　
（
　
　
　
　
　
（

4
　
　
）

　
3
　
（

）1（

1
0　
）
）
）
）
）

　
　
ウ
一
　
2
　
1
　
4
　
1

　
　
（
　
　
（
　
（
　
（
　
（

6
　
　
）
　
　
　
）

　
　
5
　
　
　
｛
⊥

　
　
（
　
　
　
　
（

只
》
　
　
）
　
）
　
）

　
　
6
　
　
1
　
　
『
⊥

　
　
（
　
　
（
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自
　
　
　
ず
補
　
　
　
　
　
法

鵡
顛
　
鍵
離
棚

・
会
　
境
格
　
こ
の
係
法
法
係
ル

更
員
　
国
昇
　
　
び
ズ
関
訴
訴
関
コ

変
委
等
国
の
他
よ
一
法
刑
民
法
・

の
・
止
和
州
の
お
力
政
・
　
・
働
地
係

法
省
廃
共
治
そ
律
ウ
行
刑
民
労
土
関

憲
1
　
2
　
3
法
る
1
2
3
4
5

司
　
　
　
　
　
　
　
　
劫

9
87

1
7

2
4

2
2

1
4

1
4

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
そ
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
文
言
を
付
し
た
ウ
カ
ー
ズ
の
中
で
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
）

高
ソ
ビ
ェ
ト
の
承
認
を
得
て
い
な
い
も
の
が
一
九
六
二
年
に
一
件

（
こ
れ
は
共
和
国
国
境
の
部
分
的
変
更
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
）
見
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
省
新
設
に
関
す
る
ウ
カ
ー
ズ
は
通
常
こ
の
文
言
を
付
さ

な
い
ま
ま
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
）

ウ
カ
ー
ズ
の
う
ち
同
じ
く
承
認
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
一
件

（
一
九
六
三
年
）
が
見
出
さ
れ
る
（
第
六
表
参
照
）
。
ど
の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
に
も
せ
よ
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
最
も
近
い
次
の
会
期
に
お
い

て
承
認
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
ウ
カ
ー
ズ
は
、
失
効
し
た
も
の
と

み
な
し
て
、
そ
の
旨
「
通
報
」
に
掲
載
す
る
の
が
、
体
系
化
の
観
点

か
ら
言
っ
て
合
目
的
的
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
A
「
幹
部
会
の
権
限
外
の
ウ
カ
ー
ズ
」
が
ど
の
よ

う
に
法
律
（
憲
法
を
含
む
）
を
変
更
・
追
補
し
て
い
る
か
を
見
て
、
狭

義
の
ウ
カ
ー
ズ
の
実
態
分
析
を
終
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
七
表
に
よ
れ
ば
「
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
」
の
う
ち
A
「
幹
部
会
の

権
限
外
の
ウ
カ
～
ズ
」
は
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
憲
法
に
対
し
て
、
他
の



半
数
が
法
律
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
ウ
カ
ー
ズ
に
変
更
・
追
補
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
の
内
容
と
し
て
は
、
ソ
連
の
省
・

委
員
会
の
新
設
・
廃
止
等
が
九
割
近
く
を
占
め
、
残
σ
の
一
割
強
を
共
和
国
国
境
の
部
分
的
変
更
そ
の
他
が
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た

後
者
の
内
容
を
、
法
領
域
ご
と
に
分
け
て
み
る
と
、
　
（
こ
の
分
類
は
便
宜
的
か
つ
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
い
が
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
み
る
と
）

最
も
多
い
の
が
、
行
政
法
関
係
で
全
体
の
約
半
数
、
次
に
多
い
の
が
刑
法
・
刑
訴
法
関
係
で
全
体
の
約
三
割
、
以
下
、
労
働
法
関
係
、
民

法
・
民
訴
法
関
係
、
土
地
・
コ
ル
ホ
ー
ズ
法
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

（
一
〇
）

（
一
一
）

（
一
二
）

　
　
ウ
カ
ー
ズ

《
閃
鶏
o
国
o
o
弓
国
》
一
3
P
o
メ
O
蒔
’

《
ω
Φ
速
国
o
o
弓
国
》
お
O
ρ
0
5
口
ω
刈
●

《
閃
①
員
○
鼠
o
o
目
国
》
一
〇
〇
ご
o
日
蒔
o
o
o
o
。

《
一
脚
①
月
O
国
O
O
円
国
》
　
一
〇
〇
N
り
　
O
膚
。
　
N
ω
。

《
ω
①
琴
目
o
o
弓
国
》
一
〇
〇
N
｝
o
ド
oo
O
●

《
閃
①
岩
国
o
o
目
閤
》
一
〇
㎝
P
o
β
N
。

《
鵠
①
員
O
国
O
O
円
国
》
　
一
〇
〇
一
）
　
O
目
。
　
の
一
㎝
●

畑
中
前
掲
論
文
三
九
二
頁
。

《
一
W
①
月
O
国
O
O
哩
困
》
　
一
〇
㎝
O
》
　
O
日
。
　
一
●

　
《
国
雪
o
匡
o
o
弓
閤
》
一
〇
〇
ρ
o
目
●
嶺
㎝
’

　
《
劇
鶏
o
旨
o
o
弓
国
》
一
〇
〇
ρ
o
メ
自
N
・

　
《
団
①

岩
国
o
o
弓
嵩
》
一
〇
〇
一
》
o
蝉
藤
O
Qo
●

　
　
　
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

九
三



　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

（
二
一
一
）
　
《
閃
①
岩
国
0
3
国
》
お
8
｝
o
ド
紹
N
．

（
一
四
）
　
《
劇
雷
霞
8
昌
》
お
O
♪
曾
●
蟄
O
’

（
一
五
）
　
《
国
霜
霞
8
昌
》
お
9
）
s
，
o
o
9

（
一
六
）
　
た
と
え
ば
、
　
「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
共
和
国
刑
事
立
法
の
基
礎
の
承
認
に
関
す
る
」
法
律
第
三
条
後
段
（
《
国
鶏
霞
8
目
》
一
3
P
自
●
O
）
、
「
ソ

　
　
連
、
連
邦
共
和
国
お
よ
び
自
治
共
和
国
裁
判
所
構
成
立
法
の
基
礎
の
承
認
に
関
す
る
」
法
律
第
三
条
（
《
閃
雪
o
国
8
昌
》
お
㎝
P
臼
。
一
N
）
、
「
ソ
連

　
　
お
よ
び
連
邦
共
和
国
刑
事
裁
判
手
続
の
基
礎
の
承
認
に
関
す
る
」
法
律
第
二
条
後
段
（
《
切
鶏
o
匡
o
o
目
》
一
3
0
”
S
．
a
）
に
は
、
新
立
法
の
発
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

　
　
に
伴
っ
て
失
効
し
た
立
法
的
法
令
の
｝
覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
幹
部
会
に
委
任
さ
れ
て
お
り
、
幹
部
会
は
こ
れ
に
応
じ
て
事
後
処
理
的
ウ

　
　
カ
ー
ズ
を
発
布
し
て
い
る
（
《
膨
8
自
8
目
》
一
3
P
3
。
2
）
。
こ
れ
に
反
し
、
　
「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
共
和
国
民
事
立
法
の
基
礎
の
承
認
に
関
す

　
　
る
」
法
律
（
《
閃
蜜
o
国
8
罠
》
お
2
b
日
器
㎝
）
、
「
ソ
連
お
よ
び
連
邦
共
和
国
民
事
裁
判
手
続
の
基
礎
の
承
認
に
関
す
る
」
法
律
（
《
ω
8
露
8
目
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

　
　
一
〇
〇
一
）
自
●
認
①
）
に
は
そ
の
よ
う
な
委
任
を
欠
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幹
部
会
は
失
効
法
令
の
一
覧
表
を
含
む
事
後
処
理
的
ウ
カ
ー
ズ
を
発
布
し

　
　
て
い
る
（
《
閃
①
員
o
国
O
O
膚
国
》
一
㊤
O
b
o
”
O
β
N
N
O
）
。

（
一
七
）
　
ク
ズ
ネ
ツ
オ
フ
前
掲
書
二
五
一
頁
。
同
じ
こ
と
を
、
　
ノ
ヴ
ィ
ヅ
キ
ー
は
「
実
践
に
お
い
て
確
立
し
た
状
態
」
と
呼
ん
で
い
る
（
ノ
ヴ
ィ
ヅ

　
　
キ
ー
前
掲
書
一
七
頁
）
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
後
承
認
の
慣
習
の
起
源
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ク
ズ
ネ
ヅ
ォ
フ
の
説
に
よ
る
と
、
第
一
次
召
集
最
高
ソ
ビ
エ
ト

　
　
第
二
会
期
（
一
九
三
八
年
八
月
）
に
お
い
て
、
当
時
の
幹
部
会
書
記
A
・
Φ
・
ゴ
ル
キ
ン
が
、
第
一
会
期
と
第
二
会
期
と
の
あ
い
だ
に
発
布
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
グ
ト

　
　
れ
た
、
大
赦
に
関
す
る
ウ
カ
ー
ズ
の
承
認
の
必
要
を
動
機
づ
け
て
、
　
「
大
赦
に
関
す
る
全
連
邦
的
法
令
の
発
布
は
最
高
国
家
権
力
に
よ
っ
て
代

　
　
表
さ
れ
る
ソ
連
の
管
轄
に
属
す
る
（
憲
法
一
四
条
二
四
号
）
こ
と
に
か
ん
が
み
、
幹
部
会
は
労
農
赤
軍
二
〇
周
年
を
記
念
す
る
大
赦
に
関
す
る

　
　
ウ
カ
！
ズ
を
最
高
ソ
ピ
エ
ト
の
承
認
の
た
め
に
提
出
す
る
。
」
と
述
べ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
い
う
（
前
掲
書
二
五
一
～
二
五
二
頁
注
）
。
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ウ
カ
ー
ズ
と
憲
法
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
前
章
で
は
、
不
充
分
な
が
ら
ウ
カ
ー
ズ
の
「
多
面
的
法
的
性
格
」
の
実
態
を
分
析
し
た
の
で
、
本
章
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
よ

う
な
「
多
面
性
」
、
な
か
ん
ず
く
「
幹
部
会
の
権
限
外
の
ウ
カ
ー
ズ
」
を
中
心
と
す
る
立
法
的
ウ
カ
ー
ズ
出
現
の
歴
史
と
必
然
性
を
、
主

と
し
て
憲
法
規
定
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
い
。
次
に
、
現
行
憲
法
規
定
に
お
け
る
矛
盾
を
一
べ
つ
し
、
さ
ら
に
、
立
法
の
体
系
化
お
よ
び

社
会
主
義
的
適
法
性
の
観
点
か
ら
、
ウ
カ
ー
ズ
に
関
す
る
憲
法
規
定
の
あ
る
べ
き
方
向
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

　
（
一
）
　
ケ
リ
ー
モ
フ
前
掲
書
一
八
四
頁
。

　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

九
六

0
　
関
連
規
定
の
成
立
と
変
遷

　
ウ
カ
ー
ズ
に
関
す
る
憲
法
の
現
行
規
定
は
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
権
限
を
定
め
た
憲
法
第
四
九
条
の
中
に
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会

期
の
召
集
権
に
関
す
る
第
一
号
と
、
法
律
解
釈
権
に
関
す
る
第
三
号
と
の
間
に
位
置
し
、
幹
部
会
は
「
ウ
カ
ー
ズ
を
発
布
す
る
」
と
の
み

書
か
れ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
の
仕
方
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

　
『
九
三
五
年
二
月
、
社
会
主
義
的
工
・
農
業
の
建
設
に
お
け
る
基
本
的
成
功
に
と
も
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
新
し
い
社
会
・
経
済
的
諸

関
係
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
が
、
第
七
回
全
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
で
決
議
さ
れ
た
。
翌
年
六
月
、
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会

幹
部
会
は
憲
法
委
員
会
の
提
出
し
た
草
案
を
認
可
し
、
一
一
月
に
こ
の
草
案
を
審
理
す
る
た
め
の
全
連
邦
ソ
ビ
エ
ト
大
会
を
召
集
す
る
こ

と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
全
人
民
的
審
議
の
た
め
に
こ
の
草
案
を
公
表
し
た
。

　
草
案
の
第
四
九
条
第
二
号
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
は
「
ウ
カ
ー
ズ
を
発
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト

行
法
律
の
解
釈
を
行
う
。
」
つ
ま
り
、
ウ
カ
ー
ズ
は
法
律
の
解
釈
を
行
う
た
め
の
補
助
的
法
令
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
全
人
民
的
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
修
正
・
追
加
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
　
（
直
接
に
は
第
四
〇

条
に
対
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
）
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
に
も
臨
時
の
立
法
権
を
与
え
よ
と
い
う
追
加
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
提
案

が
な
さ
れ
た
の
も
、
一
九
二
四
年
の
旧
憲
法
に
お
い
て
、
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
幹
部
会
は
、
ソ
連
中
央
執
行
委
員
会
の
会
期
と
会
期
の

あ
い
だ
、
ソ
連
の
権
力
の
最
高
立
法
機
関
で
あ
る
こ
と
（
第
二
九
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
と
も
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
、
立
法
活
動
が
、
基
本
的
に
は
人
民
委
員
会
議
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
正
常
で
な
い
状
況
が
あ
っ
た



こ
と
の
た
め
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
コ
月
の
第
八
回
臨
時
ソ
ビ
エ
ト
大
会
で
こ
の
追
加
案
に
反
対
し
た
。
　
「
い
ず
れ
か
叫
つ
の
機
関
で

な
く
、
い
く
つ
も
の
機
関
が
立
法
権
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
、
こ
の
際
断
然
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
状
態
は
、
法

律
の
安
定
性
と
い
う
原
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
法
律
の
安
定
性
は
、
現
在
、
従
来
の
い
か
な
る
時
よ
り
も
も
っ
と
わ
れ
わ
れ

に
必
要
な
の
で
あ
る
。
ソ
連
に
お
け
る
立
法
権
は
、
た
だ
一
つ
の
機
関
、
す
な
わ
ち
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
な
け

　
　
　
　
　
（
三
）

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
し
か
し
、
同
年
一
二
月
五
日
に
採
択
さ
れ
た
新
憲
法
の
正
文
は
、
コ
一
（
幹
部
会
は
）
ソ
連
の
現
行
法
律
に
解
釈
を
与
え
、
ウ
カ
ー
ズ
を

　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

発
布
す
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
、
　
（
追
加
案
に
対
す
る
）
反
対
演
説
の
ゆ
え
に
、
表
面
的
に
は
幹
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
対
し
臨
時
の
立
法
権
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
演
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
カ
ー
ズ
の
役
割
は
法
律
の
解
釈
の
み
に

限
定
さ
れ
な
い
含
み
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
の
召
集
が
不
定
期
に
な
っ
た
こ
と
と
、
立
法
的
幹
部
会
令
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

（
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
）
機
構
原
理
か
ら
の
必
然
的
要
請
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ネ
ッ
プ
時
代
の
古
い
法
典
が
そ
の
ま
ま
効
力
を
保

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
諸
要
因
の
結
果
、
ウ
カ
ー
ズ
に
よ
る
立
法
が
現
実
化
す
る
に
至
り
、
か
え
っ
て
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
方
が
、
幹
部
会

の
実
質
的
立
法
を
事
後
承
認
す
る
だ
け
の
賛
助
的
機
関
と
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
憲
法
の
規
定
を
適
合
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
第
二
次
召
集
第
三
会
期
（
一
九
四
七
年
二
月
）
に
お
い
て
、
四
九
条
二
号
は
二
つ
に
分
割
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

「
ニ
ウ
カ
ー
ズ
を
発
布
す
る
」
、
「
三
ソ
連
の
現
行
法
律
に
解
釈
を
与
え
る
」
と
規
定
形
式
が
改
め
ら
れ
た
。
ウ
カ
ー
ズ
の
任
務
は
、
法
律

の
解
釈
と
い
う
こ
と
か
ら
は
っ
き
り
独
立
す
る
に
至
り
、
憲
法
草
案
に
お
け
る
と
は
一
八
○
度
の
転
換
を
き
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

ク
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

国
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O
畠
雪
霞
島
国
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日
目
昌
員
目
二
。
ミ
ー
一
。
罫
冒
8
冒
。
。
員
胃
」
3
評
臼
や
置
9

　
稲
子
「
ソ
ピ
エ
ト
国
家
組
織
の
歴
史
」
五
四
頁
。

　
国
．
甲
♀
碧
臣
”
国
自
を
臼
自
Φ
目
園
。
墨
」
一
I
o
Φ
国
銘
‘
這
㌫
零
や
㎝
ω
O
l
認
一
●

　
国
曾
眉
塁
O
o
器
日
§
o
陣
誉
田
目
昌
員
自
”
曾
唱
ー
お
藤
。

《
葛
雪
3
羨
。
器
目
①
岩
曽
唱
旨
員
霞
舞
目
国
8
0
8
夕
鵠
峯
霞
嘱
轟
。。
昌

　
畑
中
氏
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
　
「
理
想
的
な
形
か
ら
い
え
ば
、
最
高
ソ
ヴ
ェ
ト
が
常
時
開
会
し
て
、
　
必
要
に
応
じ

て
立
法
し
、
そ
の
執
行
を
常
時
統
制
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
こ
の
た
め
に
は
最
高
ソ
ヴ
ェ
ト
の
代
議
員
を
職
業
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
…
…
『
立
法
と
執
行
の
結
合
』
の
前
提
が
く
ず
れ
る
こ
と
と
な
る
…
…
こ
と
か
ら
、
　
そ
の
開
会
が
一
定
期
間
に
か
ぎ

ら
れ
、
か
わ
り
に
幹
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）
」
（
畑
中
、
前
掲
論
文
四
〇
〇
頁
）
な
お
、
ソ
ビ
ニ
ト
制
度
一
般
の
意
義
と
歴
史
に

つ
い
て
は
、
前
掲
稲
子
「
ソ
ピ
エ
ト
国
家
組
織
の
歴
史
」
に
く
わ
し
い
。

　
こ
の
改
正
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
ヴ
イ
シ
ン
ス
キ
ー
を
長
と
す
る
編
纂
委
員
会
の
意
見
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
ウ
カ
ー
ズ
は
多
く
の
間

題
に
関
し
て
発
布
さ
れ
る
」
（
旨
．
甲
自
費
器
窟
潮
0
8
0
畠
o
日
①
目
良
S
目
臣
固
気
轟
壁
《
O
畠
雪
畠
8
り
o
畠
遅
礪
鵠
o
函
起
留
o
》
一
8
即
2
8
嫡

魯
や
9
。
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

⇔
　
関
連
現
行
規
定
の
解
釈

　
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
に
お
い
て
、
立
法
的
ウ
カ
ー
ズ
の
事
後
承
認
を
求
め
る
件
の
報
告
を
行
う
の
は
、
幹
部
会
書
記
（
現
任
者
は

M
・
ゲ
ォ
ル
ガ
ッ
ゼ
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
二
年
四
月
、
第
六
次
召
集
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
第
一
会
期
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う



な
こ
と
ば
で
報
告
を
開
始
し
た
。

　
「
代
議
員
諸
君
。
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
は
、
昨
年
一
二
月
の
は
じ
め
に
行
わ
れ
た
第
五
次
召
集
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
第
七
会
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
せ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ

の
の
ち
に
採
択
さ
れ
、
ソ
連
憲
法
の
諸
要
求
に
従
っ
て
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
ウ
カ
ー
ズ
に
つ
い
て
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

告
す
る
こ
と
を
私
に
委
任
い
た
し
ま
し
た
。
」
（
傍
点
筆
者
）

　
こ
の
こ
と
ば
に
は
、
一
見
何
の
不
思
議
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
が
然
し
、
ウ
カ
ー
ズ
に
関
す
る
ソ
連
憲
法
の
規
定
を
少
し
で
も
調
べ
た

者
に
と
っ
て
は
、
傍
点
の
個
所
が
、
果
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
根
拠
を
も
つ
の
か
い
さ
さ
か
疑
問
に
な
っ
て
く
る
。
た
し
か
に
、
幹
部
会
の
権

限
を
定
め
た
第
四
九
条
の
う
ち
の
第
七
号
に
、
「
（
幹
部
会
は
）
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
と
会
期
の
あ
い
だ
に
、
ソ
連
大
臣
会
議
議
長

の
提
案
に
も
と
づ
い
て
、
個
々
の
ソ
連
大
臣
を
罷
免
し
、
ま
た
は
任
命
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
事
後

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
そ
の
任
免
は
ウ
カ
ー
ズ
の
形
式
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

第
七
号
ウ
カ
ー
ズ
に
関
し
て
は
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
事
後
承
認
を
求
め
る
憲
法
上
の
要
求
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
第
七
号
を
除
い
た

他
の
一
七
の
各
号
の
ど
れ
一
つ
と
し
て
事
後
承
認
の
但
書
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
会
期
に
は
、
珍
し
く
大
臣
の
任
免
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

る
ウ
カ
ー
ズ
が
一
件
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ノ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
は
法
源
に
関
す
る
自
己
の
著
書
の
中
で
、
ウ
カ
ー
ズ
を
、
具
体
的
（
個
別
的
）
　
ウ
カ
ー
ズ
と
、
規
範
的
ウ

カ
ー
ズ
と
に
分
類
し
た
あ
と
、
後
者
の
ウ
カ
ー
ズ
は
す
ぐ
次
の
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
に
よ
る
承
認
を
条
件
と
し
て
法
律
と
ひ
と
し
く
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

用
さ
れ
る
と
い
う
状
態
が
実
践
上
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
確
め
た
う
え
、
　
「
こ
の
よ
う
な
実
践
は
、
ソ
連
の
立
法
権
は
も
っ
ぱ
ら
（
傍
点
ノ

ヴ
ィ
ツ
キ
ー
）
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
ソ
連
憲
法
第
三
二
条
を
侵
す
も
の
で
あ
る
。
同
条
の

　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
　
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

規
定
の
仕
方
は
、
第
四
九
条
の
手
続
に
お
い
て
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
る
ウ
カ
ー
ズ
を
分
ち
、
そ
の
中
か
ら
法
律
た

る
ウ
カ
ー
ズ
唄
轟
。・
甲
。

。
鎧
。
臣
を
ひ
き
出
し
て
く
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除
し
て
い
る
。
第
三
二
条
の
厳
密
な
意
味
に
従
え
ば
、
ソ
連
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
の
あ
ら
ゆ
る
ウ
カ
ー
ズ
は
法
律
従
属
的
ウ
カ
ー
ズ
で
あ
る
。
」
と
論
じ
て
い
る
。
ウ
カ
ー
ズ
の
分
類
の
仕
方
が
大
ま

か
す
ぎ
る
点
は
別
と
し
て
、
憲
法
解
釈
に
関
す
る
彼
の
意
見
に
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
憲
法
四
九
条
の
み

に
注
目
し
て
、
そ
の
規
定
の
仕
方
の
歴
史
的
変
遷
を
あ
と
づ
け
れ
ば
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
に
も
立
法
的
ウ
カ
ー
ズ
を
発
す
る
権
限
が

公
然
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
憲
法
の
他
の
条
文
と
の
関
係
に
お
い
て
、
構
造

的
に
問
題
を
眺
め
れ
ば
ま
だ
ま
だ
矛
盾
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ノ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
さ
き
の
幹
部
会

書
記
の
表
現
は
厳
密
さ
を
欠
く
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
と
思
う
。

　
　
（
嶋
）
　
イ
ズ
ベ
ス
チ
ア
、
一
九
六
二
年
四
月
二
五
日
号
。
な
お
、
こ
の
傍
点
箇
所
の
表
現
は
、
単
に
こ
の
会
期
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
第
五
次
召

　
　
　
　
集
第
七
会
期
、
第
六
次
召
集
第
二
会
期
、
同
第
三
会
期
と
連
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
イ
ズ
ベ
ス
チ
ア
、
　
一
九
六
一
年
二
一
月
九
日
、
　
六
二

　
　
　
　
年
一
二
月
一
四
日
、
六
三
年
一
二
月
二
〇
づ
け
の
各
号
）
。

　
　
（
二
）
　
憲
法
第
四
九
条
第
七
号
ウ
カ
ー
ズ
は
個
別
的
ウ
カ
ー
ズ
で
あ
る
せ
い
か
、
そ
の
承
認
は
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
決
定
9
8
霞
o
震
霞
器
の
形
で
行

　
　
　
　
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
、
規
範
的
ウ
カ
ー
ズ
で
あ
っ
て
、
慣
習
に
よ
り
最
高
ソ
ピ
エ
ト
の
承
認
を
得
る
も
の
の
承
認
は
法
律
o
。
鎧
畠
に
よ
っ

　
　
　
　
て
行
わ
れ
る
。

　
（
三
）
　
も
っ
と
も
、
憲
法
改
正
は
最
高
ソ
ピ
エ
ト
の
決
議
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
（
憲
法
一
四
六
条
）
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
改
正
を
結
果
す
る
ウ

　
　
　
　
カ
ー
ズ
（
こ
の
時
は
七
〇
条
の
改
正
に
関
す
る
も
の
が
一
件
あ
っ
た
）
は
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
承
認
の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
ウ
カ
ー
ズ
の
範

　
　
　
　
疇
の
中
へ
、
あ
る
意
味
で
は
、
含
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
改
正
に
関
係
し
な
い
多
数
の
ウ
カ
ー
ズ
の
問
題
は
依
然
と
し



遷変の況
勘
状
会
法
5
立
縣
ゆ
昭
工
郷

ビ
　
～
ソ
期
高
絵
筋
第
連
礁
ソ
欽
表
傑
八第

エ
に
ビ
意
律

ソ
発
法

局
の
る

最
ト
よ

を
法
ズ
る
戸
す

力
認
ウ
承
律

た
数
れ
総
さ
の
択
律
採
法

の
数期

会
日

1
2
4
1

4
2
4

1
1

8
0
1
0
5
n

2
31
2
1

1
4
7
1
5

4
　
　
5
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
1
5
　
2
2

1
　
　
　
1
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

1

0
0
　
　
9
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
ー
⊥

門
D
　
　
「
D
　
　
か
Q
　
6
　
　
ρ
O
　
　
ρ
O

∩
J
　
O
》
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9

1
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
で
⊥
　
　
－

　
　
　
イ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
”
”
”
”
”

会
ワ
ぱ

　
つ
り
　
　
　
　
　

　
　
ク

第
〃
ク
〃
　
〃
〃

第
5
五
次
召
集

0
　
　
2
　
　
2

7
　
　
【
じ
　
　
6

2
　
　
2

53

4
　
　
3

07

　
て
残
る
。
な
お
二
章
三
節
註
一
七
を
も
参
照
．

（
四
）
　
ノ
ヴ
ィ
ヅ
キ
ー
前
掲
書
一
七
頁
。
な
お
、
松
下
「
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お

　
け
る
『
法
源
』
と
『
法
の
欠
訣
』
の
問
題
」
一
三
六
頁
、
中
山
「
ソ
ビ

　
　
エ
ト
の
法
源
論
」
七
五
頁
、
に
も
同
じ
箇
所
の
指
摘
が
あ
る
。

◎
　
関
連
規
定
の
改
正
方
向

7
　
　
7
　
　
8
　
　
6
　
　
5
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
1

3
　
　
4
　
　
3
　
　
つ
」
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
　
2
　
2
　
7
　
2

　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

2
　
　
∩
乙
　
　
3
　
　
4
　
　
4

ρ
∪
　
6
　
　
6
　
　
6
　
　
6

9
　
　
Q
》
　
9
　
　
Q
》
　
9

’
1
⊥
　
　
－
　
　

¶
⊥
　
　
1
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
”
”
”
”

会
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

第
〃
ク
ク
ク

第
六
次
召
集

計

ウ
カ
ー
ズ
　
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て

　
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
活
動
が
充
実
し
た
も
の
で
あ
り
さ
え
す
れ

ば
、
こ
と
さ
ら
に
憲
法
の
規
定
を
変
え
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
。
し

か
し
、
第
二
〇
回
党
大
会
以
来
そ
の
充
実
が
叫
ば
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
活
動
に
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が

　
　
　
　
　
　
　
じ

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
（
第
八
表
参
照
）

　
最
高
ソ
ビ
エ
ト
自
身
の
発
意
に
よ
る
立
法
件
数
の
推
移
は
、
第
五
次

召
集
第
二
会
期
（
一
九
五
八
年
二
百
）
以
降
の
分
を
み
る
と
、
当
の
第

二
会
期
は
別
と
し
て
、
そ
れ
以
後
急
激
に
減
少
し
、
第
六
次
召
集
に
入

っ
て
か
ら
は
文
字
通
り
最
低
の
線
を
歩
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
年
末
に

開
催
さ
れ
る
会
期
に
は
、
通
常
翌
年
度
の
国
民
経
済
発
展
計
画
と
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
ウ
カ
；
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
法
律
の
形
で
採
択
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
分
を
差
引
く
と
、
実
質
的
立
法
件
数
は
更
に
少
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反

し
、
ウ
カ
ー
ズ
を
承
認
す
る
法
律
の
数
も
概
し
て
減
少
の
傾
向
に
は
あ
る
が
、
六
〇
年
、
六
一
年
に
は
か
え
っ
て
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
形
成

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
数
は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
あ
る
。
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
活
動
が
こ
の
よ
う
な
不
振
な
も
の
で
あ

り
、
ウ
カ
ー
ズ
の
果
す
役
割
が
、
事
実
上
も
機
構
原
理
か
ら
も
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
以
上
、
憲
法
規
定
の
改
善
に
つ
い
て
種
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

学
説
が
あ
ら
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
ノ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
も
、
　
「
最
高
ソ
ビ
エ
ト
は
定
期
的
に
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
あ
る
い
は
、
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
事
後
承
認
を
条
件

と
し
て
、
幹
部
会
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
る
『
法
律
た
る
ウ
カ
ー
ズ
』
の
形
式
が
例
外
的
な
場
合
に
必
要
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

な
が
ら
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、
社
会
主
義
的
合
法
性
の
利
益
の
た
め
に
、
ソ
連
憲
法
第
四
九
条
の
中
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
、

立
法
措
置
に
よ
る
憲
法
規
定
の
完
成
化
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
一
歩
進
ん
で
、
ウ
カ
ー
ズ
に
関
す
る
現
在
の
簡
単
な
（
そ
れ
故
に
不
備
の
多
い
）
憲
法
規
定
の
完
成
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
諸
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
場
合
に
、
満
た
す
べ
き
条
件
は
二
つ
あ
る
と
思
う
。
第
一
は
、
現
在
の
ウ
カ
ー
ズ
の
中
に
、
立
法
的
性
格
の
も
の
が
あ
る
こ
と
、

換
言
す
れ
ば
、
幹
部
会
が
現
実
に
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
機
能
の
一
部
を
肩
が
わ
り
し
て
お
り
、
ま
た
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事

実
と
必
然
を
憲
法
上
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
立
法
の
将
来
の
発
展
は
、
主
と
し
て
最
高
ソ

ビ
エ
ト
の
立
法
に
お
け
る
積
極
性
の
向
上
の
線
に
沿
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
条
件
は
本
来
矛
盾
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
を
規
定
の
上
で
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
の
困
難
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か



し
、
こ
の
二
つ
の
条
件
の
重
要
度
を
比
較
し
た
場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
お
け
る
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
原
則
に

直
接
関
係
す
る
第
二
の
条
件
の
方
が
よ
り
重
大
で
あ
る
の
で
、
問
題
解
決
の
基
本
的
方
向
と
し
て
は
、
幹
部
会
の
立
法
権
を
認
め
つ
つ
、

こ
れ
に
厳
重
な
枠
を
は
め
る
と
い
う
行
き
方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
つ
つ
、
関
連
規
定
の
改
正
方
向
の
具
体
的
な
方
針
を
と
り
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
ま
と
め
は
、
　
「
理
論
的
諸
問
題
」
の
所
説
に
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
大
き
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
一
　
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
排
他
的
権
限
に
属
す
る
諸
問
題
の
範
囲
、
換
言
す
れ
ば
、
幹
部
会
の
立
法
権
の
及
ば
な
い
範
囲
を
限
定
す
る
こ

　
　
（
五
）

　
　
と
。

　
二
　
幹
部
会
に
よ
る
立
法
は
緊
急
の
必
要
が
あ
り
、
し
か
も
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
臨
時
会
期
の
召
集
が
不
適
当
（
ま
た
は
不
可
能
）
で
あ
る

　
　
と
き
に
限
ら
れ
る
こ
と
。

　
三
　
幹
部
会
に
よ
る
立
法
は
、
部
分
的
性
格
を
負
う
べ
き
こ
と
。

　
四
　
幹
部
会
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
立
法
は
、
最
も
近
い
次
の
最
高
ソ
ビ
エ
ト
の
会
期
に
お
い
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（
一
）

（
二
）

（
三
）

　
稲
子
前
掲
書
四
章
三
節
参
照
。

　
呂
．
目
国
図
齢
き
潮
国
曽
8
弓
8
目
①
器
目
宕
o
匿
目
響
昌
昌
員
目
臣
息
目
冒
曽
寄
目
最
《
0
8
雪
畠
8
8
昌
召
宕
目
o
国
月
葛
ぎ
》
一
3
9
Z
O
P
o
昌
。
一
〇

国
臼
9
な
お
、
福
島
「
社
会
主
義
法
の
現
在
的
な
諸
問
題
（
上
）
」
四
頁
、
畑
中
前
掲
論
文
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
に
も
ミ
ハ
イ
ロ
フ
の
論
点
の
紹
介

が
あ
る
。

　
ノ
ヴ
ィ
ヅ
キ
ー
前
掲
書
一
七
～
一
八
頁
。

ウ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
ケ
カ
ー
ズ
（
幹
部
会
令
）
に
つ
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（
四
）
　
目
①
8
雪
目
8
霞
⑪
8
月
8
F
曾
や
一
誌
。

（
五
）
　
「
理
論
的
諸
問
題
」
は
、
　
ソ
連
最
高
ソ
ピ
エ
ト
の
排
他
的
権
限
に
入
る
べ
き
も
の
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。
ω
憲
法

　
　
の
制
定
．
変
更
　
＠
新
共
和
国
の
加
入
　
の
国
民
経
済
計
画
の
作
成
　
◎
予
算
・
決
算
の
承
認
　
㈱
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
部
門
に
関
す
る
立
法

　
　
の
基
礎
の
制
定
．
変
更
　
＠
ソ
連
最
高
ソ
ビ
エ
ト
選
挙
規
程
の
採
択
　
ω
特
に
刑
事
立
法
一
般
の
制
定
・
変
更
（
同
書
一
二
四
～
一
二
五
頁
）

む
　
す
　
び

　
ウ
カ
ー
ズ
の
、
法
源
と
し
て
の
「
多
面
的
性
格
」
を
実
例
に
あ
た
っ
て
探
究
し
、
そ
の
諸
側
面
を
数
量
的
か
つ
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に

す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
の
第
一
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
幹
部
会
の
権
限
外
の
ウ
カ
ー
ズ
」
を
中
心
と
す
る
立
法
的
ウ
カ
ー
ズ
を
か
な

め
と
す
る
こ
の
よ
う
な
多
面
性
の
様
相
は
、
数
量
的
分
析
の
限
界
内
に
お
い
て
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
よ
う
に
思
う
（
第
二
章
）
。
社
会
主

義
的
適
法
性
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
立
法
体
系
化
の
観
点
か
ら
み
て
満
足
の
行
か
な
い
、
ウ
カ
ー
ズ
の
こ
の
よ
う
な
多
面
性
は
、
憲
法
関
連
規

定
の
あ
い
ま
い
さ
に
そ
の
原
因
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
憲
法
関
連
規
定
の
完
成
化
の
基
本
的
方
向
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
本
稿
の

課
題
の
第
二
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
方
向
と
し
て
結
論
さ
れ
た
の
は
、
一
方
で
、
立
法
的
ウ
カ
ー
ズ
の
存
在
の
必
然
性
を
認
め

て
、
こ
れ
を
憲
法
上
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
、
他
方
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
一
層
の
発
展
の
見
地
か
ら
最
高
ソ
ビ

エ
ト
の
立
法
活
動
に
お
け
る
積
極
性
を
尊
重
し
て
、
幹
部
会
の
立
法
権
に
憲
法
上
厳
重
な
制
限
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
第
三
章
）
◎

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
の
解
決
へ
の
努
力
を
通
じ
て
、
ウ
カ
ー
ズ
論
の
ソ
ビ
エ
ト
法
源
論
中
に
占
め
る
位
置
の
か
な
り
大
き
な
こ
と
を
あ



ら
た
め
て
確
認
し
た
。
今
後
、
ウ
カ
ー
ズ
の
諸
問
題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
研
究
す
る
た
め
に
は
、
ソ
連
以
外
の
社
会
主
義
国
に
お
け
る
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（
醐
）

ウ
カ
ー
ズ
類
似
の
法
令
の
機
能
を
各
国
の
特
徴
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
。

　
　
（
一
）
　
一
応
の
成
稿
の
後
に
、
藤
田
教
授
か
ら
、
浅
井
敦
氏
の
労
作
「
社
会
主
義
的
憲
法
原
理
と
し
て
の
民
主
集
中
制
」
社
会
科
学
研
究
、
　
一
二
巻

　
　
　
六
号
お
よ
び
一
三
巻
一
号
、
の
存
在
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
は
、
中
国
法
に
お
け
る
「
法
律
的
命
令
」
と
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
け
る
「
幹

　
　
　
部
会
令
」
の
性
格
に
お
け
る
共
通
点
と
相
違
点
が
簡
潔
に
の
べ
ら
れ
て
い
て
示
唆
に
富
む
。
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六
五
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九
月
二
九
日
稿
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